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平成２３年２月ＮＨＫ中央放送番組審議会（議事概要） 

 

２月のＮＨＫ中央放送番組審議会は、２１日(月)、ＮＨＫ放送センターにおいて、

１３人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず、視聴率と接触者率について説明があり、放送番組一般も含めて活発

に意見の交換を行った。 

最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、３月の番組編成の説明が行われ、

会議を終了した。 

 

（ 出 席 委 員 ）  

   委 員 長  福井 俊彦（前日本銀行総裁） 

   副委員長  田中 里沙（（株）宣伝会議編集室長） 

   委 員      家本賢太郎（（株）クララオンライン代表取締役社長） 

         潮田 道夫（毎日新聞社論説委員） 

         大軒 由敬（朝日新聞社論説主幹） 

         岸本 葉子（エッセイスト） 

         駒崎 弘樹（ＮＰＯ法人フローレンス代表理事） 

         白石興二郎（読売新聞社専務取締役論説委員長） 

         平  朝彦（独立行政法人海洋研究開発機構理事） 

         田島 恵一（自治労全国一般評議会特別幹事） 

         田中ｳﾙｳﾞｪ京（（株）ＭＪコンテス取締役、メンタルスキル・コンサルタント） 

        細谷 亮太（聖路加国際病院副院長、小児総合医療センター長） 

        若月 壽子（主婦連合会事務局） 

 

 

（主な発言） 

 

＜視聴率と接触者率について＞ 

 

○  視聴率と接触者率はいずれも基本的な調査方法としては、配付された記入用紙に

書き込むということだが、これ以外の方法について聞きたい。「紅白歌合戦」がど

うだった、「サッカーアジアカップ」の中継がどうだったというような場合につい

てどうなっているのか。 

 

（ＮＨＫ側） 

  たとえばビデオリサーチ社が行っている世帯視聴率調査に
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ついては、調査対象者のテレビにメーターを付けて稼働状況

を測っている。ビデオリサーチ社は同時にピープルメーター

というシステムを用いて個人視聴率調査を行っている。世帯

内の個人各々のボタンがあり、たとえば１番がお父さん、２

番がお母さん、３番が長女…というように家族それぞれの押

すボタンが決まっている。見始めと見終わりにボタンを押す

ことによって個人の記録が入力される。世帯視聴率はテレビ

の稼働により、個人視聴率はボタンを押すことによってデー

タが送信されるシステムになっているということだ。 

  「第６１回ＮＨＫ紅白歌合戦」の見られ方で言えば、世帯

視聴率はテレビの稼働率でビデオリサーチ社が関東地区 600

世帯を対象に行った結果である。個人視聴率はその 600 世帯

の中の家族のみなさんの回答。600 世帯で１世帯を仮に３人

とすると 1,800 人ぐらいの規模の調査になる。男女年層別の

視聴率はビデオリサーチ社の押しボタン式のデータになる。

また、衛星第１テレビで放送した「ＡＦＣアジアカップ２０

１１－決勝－」の視聴率が深夜に瞬間的に８％だったと言う

ような場合、これは世帯視聴率の動きであるが、機械式の測

定による毎分のデータで、瞬間最高視聴率を紹介したもので

ある。 

 

○  あらかじめ特定の世帯、そのご家族に調査の協力依頼がなされているということか。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ＮＨＫもビデオリサーチ社も基本的にはランダムに調査相

手を選ぶ。ＮＨＫの場合は事前にはがきを送り、まず協力を

依頼する。どちらの調査も 100％承諾というわけにはいかな

いが、ＮＨＫの場合でいうと約７割の方がご協力くださって

いる。その方たちの回答ということである。ビデオリサーチ

社の場合はランダムに選び、そのうち協力を承諾した方のと

ころに機械を設置するなどの準備を行っての調査になると聞

いている。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ビデオリサーチ社の場合は、調査相手との契約によって設

置した機械から送信されるデータで数字が出てくるしくみで
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ある。ＮＨＫの場合は、調査相手の方に用紙に記入していた

だいたり、電話で回答していただいたりしたものを集計する

作業を行っている。これを自動化できないかというのが課題

になっている。 

 

○  調査対象の基礎となっている数について知りたい。接触者率調査で 3,600 人とあ

り、回答がどのぐらいあるのかはわからないが、世代別に分けるとたとえば７歳～

１２歳など、どんどん少子化が進んでいて、おそらくそのサンプルが 100 人以下に

なっているところも世代によってあるのではないかと思う。また、子どもがちゃん

と“見た”“見ていない”は家族が見ているということだろうか。サンプルの信頼

性についても聞きたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  人口構成を反映するサンプル構成なので、７～１２歳は指

定のサンプル段階、抽出した段階で男女 100 人ずつぐらいに

なってしまう。有効回答はだいたい８０人ぐらいである。も

ちろん 100 人を切るところの問題はあるが、８０人ぐらいと

いうことで見ている。男女込みにすると７～１２歳は 150～

160 人いるので、一定の大きさはあると判断している。また、

それだけではなく、たとえば小中学生はこれとは別に調査を

行っている。この場合は学年ごとに抽出を細かくして、デー

タの補完をするような形をとっている。小学生のテレビの見

方は発達との関係が大きいので、細かな動きを見たりするこ

とで通常のデータを補完するようにしている。 

 

○  用紙への記入については、子どもの場合はご両親なり家族の方が付けているとい

うことか。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ＮＨＫのこの調査は自記式になっていて、基本、本人が記

入する。これは実験調査をして、だいたい７歳から自分で実

際に見たものに対し線を引くことができるという判断をして

いる。 

 

○  放送評価調査は電話法とのことだが、携帯電話ではなく有線式の電話か。そうで

あればデータに偏りが出てくることはないのか。 
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（ＮＨＫ側） 

  確かに若い世代の場合は携帯電話しか持っていないという

方もいる。そういう部分がないとは言えない。ただ、若い方

でもご家族と一緒に住んでいる方も多い。固定電話の世帯普

及率でいうと８割、９割、結構な数値があることは別の調査

で確認している。将来的には、単身の世帯の方、単身赴任の

方などで携帯電話だけを持っている方にどういう調査ができ

るのかということについてもさまざまな研究をしているが、

現在のところはこの方法を使っている。 

 

○  電話する時間帯はどうか。平日の昼間に在宅している人だけということではない

のか。 

 

（ＮＨＫ側） 

  時間帯はそれぞれの調査によるが、基本的には朝９時から

夜９時半というように常識的な時間と決めている。ランダムに

相手を決めるので、不在でもご家族の同意が得られ、「うちの

子は１０時に帰ってくるから１０時にかけてください」と言

われたような場合にはその時間まで追いかけることもある。

若い方の場合は夜９時だと帰っていないケースもある。なる

べく精度を高めるためには多くの方の回答を集めざるを得な

いので、そのような形で協力のお願いをしている。 

 

○  接触者率調査に関して、たとえばほかの民放なりで調査をしていて、それとの比

較の可能性はあるのか。 

 

（ＮＨＫ側） 

  全国対象だと、民放はチャンネル単位でデータを取ること

ができないので、この調査では「民放（計）」というかたちで

たずねている。個人視聴率調査では関東地区、関西地区につ

いてはチャンネル単位でも聞いているで、こちらのデータで

ＮＨＫと民放の相対的な関係を見ながら分析をしている。 

 

○  接触者率調査の、この表の下に民放についての項目もあるということか。 
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（ＮＨＫ側） 

  資料では省略しているが、民放（計）への接触についても

データをとっている。 

 

○  全国接触者率調査のＮＨＫ全体リーチ（男女年層別）のグラフに関心がある。民

放でも同じような曲線を描くのかどうか知りたい。８０％という目標を実現するた

めに１０～４０代ぐらいを上げたほうがよいとのことだが、この年代の人たちは接

触をしない人たちなのか、ほかの局と関連媒体に接触をしている人たちなのか、そ

の点を知ることによってアプローチのしかたが見えてくるのではないかと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  全国接触者率調査については、民放は合計した結果なので、

視聴率調査を使って紹介すると、民放は局ごとにみても年層

差が少ない。局にもよるが、比較的満遍なくどの年齢層にも

見られているという結果がある。 

 

○  放送評価調査の方法について、固定電話になぜこだわるのか合点がいかない。今

は携帯電話の数のほうが固定電話の数より多くなっていると思う。固定電話を持っ

ている世帯で、朝９時から夜９時までとはいえ昼間が多いと思うので、昼間に在宅

している方ということになると偏りが出るのではないかと思う。これは世論調査に

も同じことが言えるのではないか。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ご本人の了解が得られれば携帯電話で追跡することもある。

ただし、携帯電話の場合、相手の方がどこにいらっしゃるか

わからない状態で電話をかけてしまうことがあり、ご迷惑を

かけるケースも出てくる。調査の方法というよりも一定の有

効率を取らないとみなさまのご意見をいただいたことになら

ないので、調査方法、複数の調査を組み合わせることについ

てはいろいろな研究を進めているが、現段階では今の方法以

上の精度のものが見つけ切れていないのが正直なところであ

る。インターネットを利用すると、比較的アクセスの時間が

自由になるが、パソコンをもっていない方もまだいらっしゃ

るので、国民全体の声を聞く方法を組み合わせることによっ

てうまく回答をいただくことができないか検討中である。 
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○  世論調査も同じ方法と理解してよいか。たとえば政治意識についてＮＨＫで調査

しているものも同じということか。昼間、家にいる人のみで世論調査というかたち

で出してしまうようになると報道がミスリーディングになってしまうことがある

のではないか。 

 

（ＮＨＫ側） 

  同じく電話によるＲＤＤ追跡法である。調査の実施は、平日

と週末とを組み合わせて、週末を必ず入れるようにしている。 

 

○  週末に調査することで偏りが緩和されるということかと思うが、固定電話を入れ

ていない世帯は若い世代では増えていると思う。そのような層の声を盛り込まなけ

れば、“シルバー民主主義”に引っ張られる。携帯電話のインターネットやメール

等を使うものと組み合わせ、そういう層の声も入れるよう検討してほしい。なるべ

く多くの世代を巻き込んでもらえればと思う。 

 

○  確かに広い世論調査的なものは共通の悩みが出てきている。いわゆる“シルバー

層”でもメジャーなツールは携帯電話かパソコンがベースになってきており、これ

は“シルバー層”を含めての問題ではないかと思う。 

 

○  放送評価調査の全体評価の項目のところで「信頼」「満足」「親しみ」「独自性」

「社会貢献」という項目がある。「親しみ」を感じるというのはたぶんその人の能

力もあると思う。しかもＮＨＫは親しみを持たないといけないのだろうか。「親し

み」とは何だろうか。側面別評価では、親しみにかかわるものは「娯楽性」に入る

のかと思いながら、全体評価と側面別評価との関連も知りたい。ＮＨＫとして親し

みを持ってもらわないといけないのだろうか。「親しみ」という言葉が引っかかる

ので教えてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  放送評価調査の項目の部分についてまずお答えする。「あ

なたは、現在のＮＨＫのテレビ、ラジオの放送に親しみを感

じていますか」という問いで、ＮＨＫの放送に親しみを感じ

ているかどうかを５段階で答えていただく聞き方をしている。 

 

○  ＮＨＫは親しみを感じてもらうことが目的なのか。 

 

（ＮＨＫ側） 
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  経営理念は継続的に議論しているが、「信頼され、親しまれ

る公共放送」ということは前会長の時代から掲げている。 

 

（ＮＨＫ側） 

  接触者率もそうであるが、できるだけ世代を超えて多くの

人に見ていただきたいと考えている。ＮＨＫに対しては「堅

い」というイメージがあるようで、「災害などのときには役に

立つけれどもそれ以外は…」と思っている人たちがとくに若

い世代に多い気がする。「親しみ」に関する質問に対し、それ

ぞれの方がどのように感じられるかはわからないが、継続的

に調査をすることである種のＮＨＫとの距離感が測れるので

はないかと考え、項目に入れている。 

 

○  ＮＨＫはどの番組もとても質が高いと思う。この審議会委員になってから見る回

数も多くなり、親しみを持って見ている。逆に、親しんでもらおうと思うがあまり

に、そちらの方向に行ってほしくないのにという番組もあるように感じる。あえて

「親しみ」という定義がもっと質の高い番組を放送するからこそ親しむという方向

なのか、親しんでもらうために少し質を落としてでも、というように両方に解釈さ

れる感じがする。親しむというのはその人の感覚的なものであり、何も親しまない

と決めている人はどんなことをしても親しんでもらえないのではないか。 

 

（ＮＨＫ側） 

  とくに若い世代の人たちに、ＮＨＫの番組はよく見られて

いない。見ればおもしろい番組があるではないかというのが

結構ある。ＮＨＫに対し、いつも見るチャンネルではないと

いうイメージを持っている方もいるようなので、そのあたり

を見たいということだ。もちろん親しみがプライオリティの

いちばん上であるという意味ではない。これまでの調査結果

を見ると「親しみ」の項目は数字が最も低いので、少なくと

も５０％以上はあったほうがよいのではないかという考え方

で見ている。 

 

○  一般的にブランド調査では、「親しみ」を英語で「レリバンス」と、関係性を表

現するところがある。ＮＨＫとのかかわりという部分は増やしたほうがよいだろう

と思う。接触者率８０％を目標にして、かかわりは強化してもらったほうがよい。

課題提起もされていたが、番組の質的ウェブ調査は視聴率より視聴質へと言われ質
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を求めるというのだが、よく民放が行っている視聴質の場合は質のよい人が見てい

る、だから広告を打っても効果的というような説得材料のためであるが、ＮＨＫが

求める視聴の質は番組のよさ、視聴者の潜在能力を引き出すような質のアプローチ

があると思う。たとえば、「ためしてガッテン」のような番組ならば「親しみ」や、

「リラックス」が上に来ると思うが、「ＮＨＫスペシャル」に「親しみ」を言って

も点数は上がらないだろう。番組のねらいとして、絶対に取らなくてはいけない項

目とそうでない項目は明らかにし、番組ごとのコンセプトを明確にして調査を行い、

制作現場が活性化するような方向にもっていってもらえるとよい。経営目標の接触

者率８０％に向けては、放送外リーチを増やすしかないというところがあるかと思

う。若者のタイムシフト視聴やダイジェスト視聴の傾向が出てきているので、それ

に対応するために動画サイトなども活用しているようだが、数値を見るとあまり高

くないようだ。配信の効果を高められるのか、そうではないのか、これ以外のとこ

ろでアプローチをしていくのか、方策としては放送外リーチへのアプローチが出て

くると思う。施策の効果を検証してもらうとよいと感じる。 

 

○  全国接触者率調査のＮＨＫ放送リーチについて、テレビのデータは出ているが、

ラジオに関するデータはこの資料には出ていないようだ。ラジオファンは結構多く、

シルバー世代も多いと思う。また、若者向けの番組もある。ラジオはどのぐらいの

パーセントになるのか教えてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  2010 年１１月の全国接触者率調査のＮＨＫラジオの合計

は１８．４％である。 

 

○  １８．４％というのは意外と高いと思う。ラジオに関しても年層別のデータはあ

るのか。 

 

（ＮＨＫ側） 

  年層別のデータもある。 

 

○  番組ごとの特性が均質化されるとわからなくなってしまうということで言えば、

たとえば「ＮＨＫスペシャル」を親しみやすくするために、お笑いの方を入れたり

するようなことは好ましくないと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  このようないろいろな調査を実施しているのも、すべての
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番組が同じような要素を持っている必要はないと考えている

からだ。それぞれの個別の番組の特徴、多様性が確保できる

ような手法がふさわしいと思っている。 

 

○  親しみを得るために娯楽性が高まっているのではないかということで言えば、い

わゆる“親しまれない”番組、ＮＨＫが作らなければいけないような番組というの

がかえって減っていることにはならないのか。 

 

（ＮＨＫ側） 

  たとえば番組の演出などが少しずつ変わっていることはあ

ると思う。この審議会でも何度かご指摘いただいたが、どう

しても民放と似たような番組が増えているという意見は聞か

れる。ＮＨＫが民放と同じようなものを作る必要はまったく

ない。そうはいっても２０代、３０代、民放が層を取ってい

るところの視聴者に向け、どういう番組を作っていけばよい

のか、逆にいうとＮＨＫの中にノウハウがあまり蓄積されて

いない段階であり、ある種の試行錯誤が必要だと考えている。

最終的な目標は民放とは違う。同じ２０代向け、３０代向け

の番組でもＮＨＫ独自のスタイルを持った番組を目指さなけ

ればいけないと考えている。 

 

○  毎回この審議会で委員からさまざまに出されている意見の基調としては、つねに

妥協し、親しみを持つラインはないのだろうということを繰り返し確認されている

感じがしている。 

 

○  放送法の求めるもの、民間放送との二元放送体制という現状、それから受信契約

によって成り立っているＮＨＫの存在、こういうことからすると接触者率ならびに

視聴率が高ければ高いほどある程度好ましいと一般論としては言えると思う。過去

には視聴率も６０％、７０％などお化け番組の存在があった。放送文化が成長し、

インターネット等の媒体の多様化も進む中でお化け番組の存在が難しい状況の中

で、視聴率のある程度のメルクマールはどのように想定すればよいのか。“数字に

とらわれないで”というところが視聴質のところとも関連するのだと思う。どの程

度が好ましいのか。お化けみたいな数字を取ってしまうと多様性や広がりなどから

いってどうか。これも疑問を持つ場合もありうると思う。また、接触者率の向上は

受信契約率の向上につながるのか。あるいはそれと相関関係はあるのか。 
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（ＮＨＫ側） 

  後者からいうと、緩い相関はあると思う。なにがしかのや

や相似している部分はあると考える。前者のことでいうと、

視聴率の目標をそれぞれ持つことを言っていない。たとえば

「紅白歌合戦」で４０％を切るか切らないかといった話をさ

れるが、われわれは現場には視聴率を気にするなと言ってい

る。ただ同じ視聴率の番組でも視聴者層の広がりがどのぐら

いあるのかという形で評価をしていかないと、視聴率の絶対

的な数字だけで評価するのは違うだろうと思う。そのために

質的な調査などいろいろ多角的な調査を行い、それぞれの指

標を総合的に判断している。あとはどのぐらい多様な番組が

出ているかという点だと思う。演出的にやや民放に似ている

番組が多いのではないかというところもゼロにする必要はな

いと思っている。それぞれの世代に受け入れられるような番

組がどれぐらいバランスよく配されているか、４月からテレ

ビ４波となる中で考えていくことが必要だと思っている。 

 

（ＮＨＫ側） 

  視聴率を求めるということではないと思う。指標になるか

もしれないが、それを追っていくことではない。したがって

視聴率に何パーセントというのはなく、みんなにしっかり見

てもらえる番組をいかに作るかということである。ＮＨＫら

しさを失わず、ＮＨＫらしいよいところをきちんと出してい

くことが大切だ。皆で議論しながら取り組んでいきたい。 

 

○  接触者率については引き続き考えを深めながら、番組編成に関わる議論や放送番

組一般についての審議などにおいて、折に触れて意見交換できればよいと思う。 

 

 
＜放送番組一般について＞ 
 

○  本物をそのまま伝えるということこそがＮＨＫのだいご味であると感じている。

それによって、醜かったり、嫌な感じを視聴者に与えるところもあるかもしれない

が、私たちは生きていること自体が本物であり、本当のことをそのまま見せてほし
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い。ただ、ＮＨＫを見ていて、違うと感じることがある。なぜそちらに行ってしま

うのか。つまらなかろうが、なんだろうが、本物を伝えてもらったほうがよい。２

月１２日(土)のＱ～わたしの思考探求～セレクション「自分とは何か」（教育 後

4:00～4:29）を見たが、たとえばこのような番組は、興味を持ち、“気づきたい”

と思う人でなければ見続けないだろう。そういう人でなければこの番組のすばらし

さ、深さはわからない。一見淡々としているが、哲学者の鷲田清一さんがいかにわ

かりやすく、１０代が聞いてもわかるように語っているかというようなことは見続

けなければわからない。若い頃は、テレビは受動的に見るもので、自分の能動性が

なくなるような感覚があった。ＮＨＫは自分たちの能動性がないと見続けられない、

向上心がある人間でないと見られないような番組であってよいのではないかと今

は感じている。 

 
○  「あしたをつかめ 平成若者仕事図鑑」は最近になって見始めたが、とてもよい

番組だと思っている。若い人たちがいろいろな職業について、いかに仕事を身につ

け仕事と社会との関わりに目覚め、自分自身の能力を高めていくかというあたりを

淡々と撮っていてすばらしい。出てくるのは茶髪の若者などさまざまであるが、現

代の社会の中でまじめに生き、仕事に真摯に向き合っている姿がよく伝わってくる。

１月２８日(金)の「つくります！お店の顔～看板制作工～」で看板のシールを張る

仕事や、２月１８日(金)の「“おいしい”をつくり出せ～野菜品種開発者～」でト

マトを一生懸命に改良する仕事などいろいろなものがあったが、たいへんよかった。

学校教育で利用しているところも多いのではないか。社会教育に適した番組である。 

  １月から始まった「ニュース 深読み」は平易に問題点を解説しておりスタン

ダードな作りがよい。「平成若者仕事図鑑」も同様だが、あまり奇をてらわないで、

わかる人にはわかってもらうという大事な役割を果たしている番組だと思う。２月

１９日(土)のニュース 深読み「“主婦の年金”救済ってアリですか？」を見たが、

文章だとなかなか読む気がしない年金の問題も映像メディアだと入りやすい。サラ

リーマンの夫が仕事を辞めて自営業などに移った場合、妻自身も国民年金の切り替

え手続きをしなければならないが、それをしていなかった人たちの救済策をめぐり

公平・不公平の議論が交わされていた。第３号被保険者制度自体に以前から議論が

あるということにもひと言触れてほしかった気がした。そうするとテーマが拡散し

てしまうかもしれないが、この先問題になってくる話でもある。税金の配偶者控除

についての問題、年金にしても個人単位にすべきだといったいろいろな議論があり、

そのような点にも触れてほしかった気がする。 

 

○  前回の審議会で、いわゆる“タイガーマスク現象”の広がりによって国民の関心

が高まっているこの時機に、「寄付」について情報を提供してほしいと述べた。そ
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の後、１月２９日(土)のニュース 深読み「タイガーマスクが残したもの」でこの

テーマが取り上げられていて、たいへんわかりやすくよかったと思う。 

 

○  “無縁社会”についてはたいへん関心を持っている。２月１２日(土)の日本の、こ

れから「無縁社会 働く世代の孤立を防げ」について番組自体すばらしく、ＮＨＫが

一生懸命に無縁社会を世の中に知ってもらおうという取り組みはよいと思う。この

問題はＮＰＯの現場でもあるので、こうしたことを国民一丸となってぜひ知ってほ

しい。ツイッターで国民と双方向的にやりとりしていた取り組みもとてもよいと

思った。どうしても一方的になりがちなところをきちんと議論できるかたちをとっ

ていたのはすばらしいが、ツイッターで取り上げられた発言が１つしかつぶやきが

なかったというもので、ついこの間作られたアカウントだったということがツイッ

ター上で話題になった。ＮＨＫのやらせではないかという批判が拡散されている。

ツイッターを使った双方向的な仕組み自体はすばらしいにもかかわらず、もったい

ない感じになっていた。実際にスタッフの方がアカウントを作られたのか、そうで

はないとするならば怪しい発言を選んでしまったのか。今後の善後策としてよりよ

いツイッター利用につながるのではないかと思うので、聞かせてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  日本の、これから「無縁社会 働く世代の孤立を防げ」の

生放送に際して、ツイッターの内容も含めて放送したが、放

送後、インターネット上で番組で紹介した書き込みがねつ造

ではないかというような投稿があり、話題になったことは承

知している。担当者に確認したところ、当該の書き込みが放

送前日になされたものであり、同じ発言者の書き込みがこの

１件しかなかったことから、ＮＨＫの「自作自演」ではない

かとの疑いが広がったものと考えられる。しかし、これは事

実無根であり、寄せられた書き込みの中からふさわしい内容

のものを選んで紹介したにすぎない。 

 

○  それしかつぶやいていないという人だったということだが、過去のものは見てい

なかったのか。いくつかのチェックに照らせばきちんと選べるのではないかと思う。

ツイッター利用に関してはこれからも積極的に取り組んでほしい。よい取り組みな

ので続けてほしいがゆえに指摘しておく。 

 

（ＮＨＫ側） 

  われわれはツイッターで寄せられた意見について、一方的
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ではないか、事実に即しているかなど、内容面でのチェック

を行う。確かにその方の周辺の投稿状況などもチェックする

手もあったのかもしれない。ご指摘の点は今後の課題である

と思っている。 

 

○  ＮＨＫスペシャル「無縁社会 新たな“つながり”を求めて」と日本の、これか

ら「無縁社会 働く世代の孤立を防げ」を見たが、世の中はこのような状況になっ

ているのかと驚いた。番組に出演された方からの苦情が相次ぎ、過剰演出ではない

かというような声が出ているとの記事を目にした。その点はどうか。 

 

（ＮＨＫ側） 

  インターネットの中でつながりを求めている事例について、

「ＮＨＫスペシャル」、「ニュースウオッチ９」で紹介した。

直接意見を受けているわけではないが、出ていただいた方が

放送後、ご自身のブログの中で、聞いていたイメージと違う

というようなことを書かれたということは、われわれもその

ブログを見て承知している。もちろん放送前に番組のねらい

などはきちんと伝えているし放送後も確認している。何か誤

解があったのかどうかコミュニケーションを取るようにして

おり、大きな問題になっているとは聞いていない。ご自身は

問題ないと思っていても、放送後の反響を受け、いろいろな

ご意見を受けるケースもある。慎重に対応していきたい。 

 

○  ＮＨＫスペシャル「無縁社会 新たな“つながり”を求めて」は、新たなつなが

りを求める若い世代のさまざまな姿が取り上げられていたが、中には、本当につな

がりになるのかと感じられるものもあった。インターネットについては、２月２０

日(日)のＮＨＫスペシャル「ネットが革命を起こした～アラブ・若者たちの攻防～」

を見てあらためてその影響力を実感したし、インターネットによるつながりを否定

はしない。ただ、人間と人間の直接のふれあいがもっと大切にされるとよいと率直

に感じた。無縁社会についてはもっと追究すべき課題があると思う。親子で商売を

していた青年が、親が亡くなり孤立してしまった例が出ていたが、商売仲間も地域

の仲間もいるだろうに、１人になると断絶してしまうのだろうか。そういった問題

を掘り下げたほうがよいと思った。 

  そういう意味では若者が活躍する姿を取り上げた「地球ドキュメント ミッ

ション」はとてもよいと思う。１月１６日(日)の「カカオ畑から子どもを救え」は、

ガーナの子どもたちを児童労働から解放し、人権を守ろうと活動する女性の奮闘ぶ
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りを伝えていた。このような番組をもっと若者に見てもらい、積極的に動くことの

大切さを訴えるとよい。ただ、無縁社会のテーマについては今後も追究を続けてほ

しいと思っている。 

 

○  今議論されたことはこれから先もいろいろな番組について折に触れ深めなけれ

ばいけない点が含まれていると思う。インターネットの世界でどちらかというと新

しい価値観や価値体系を求め、バーチャルなコミュニティを作る動きが一方であり、

これを途中でリアルな世界の価値観から急に取り上げられたりすると、そういう動

きをしている彼らは価値観を模索中なので違和感があるとか、あるいはもう違和感

のなくなった人が取材に応じたとしても彼らの仲間から見ると「なんでおまえだけ

がそうなの？」という感じになる可能性があるかと思う。これは価値観の相克があ

るわけではない。新しい価値観を求めている動きと既存の価値体系をソリッドなも

のだと思っている人たちの間の建設的な営みができるのか、あるいは遮断してしま

うことになるのか、とても難しい問題ではないか。折に触れ議論をしたほうがよい

テーマかもしれない。 

 

○  １月３１日(月)のクローズアップ現代「小児がん 新たなリスク」は、小児がん

の晩期合併症になり、自殺をした少年のことが取り上げられていた。真っすぐに前

向きによいことはよいときちんと見るのがＮＨＫ的だと思うが、特別なものを取り

上げたいという意図が見えた番組だったと感じた。小児がんから治った大方の子ど

もたちは前向きに生きようとしている。そのような中、成長後、晩期合併症を発症

し、自殺してしまった少年の父親が、嘆き悲しむシーンが長く映し出されていた。

協力した人たちの映像は出てこなかった。前向きな内容の番組を作ってほしいと

思っていたが、あのような取り上げ方はないだろうという気がした。もうほとんど

声が挙げられなくなっているような人たちがいることを認識する必要があると思う。 

 

○  ２月６日(日)のＮＨＫスペシャル ホットスポット 最後の楽園 第２回「ブラ

ジル・セラード 光る大地の謎」は映像としてはたいへんすばらしいものがあり、

驚きながら見た。自然番組で気になるのは “なぜ”ということに答えなければな

らないかということだ。昔、セラードには巨大なアルマジロやナマケモノなどの生

きものが生息していて今は化石になっている。生態系は大きく変わった。１万年前

にそういう交代があり、それはなぜ起こったのかという問いかけである。環境の変

動があったのはある意味で予期できる答えだ。１万年前のほ乳類の変動はグローバ

ルで起こった大事件で、マンモスもいなくなり、日本にもジャイアントパンダや巨

大なワニなどがいたがそれも１万年前に絶滅した。大型ほ乳類の交代によって文明

も変わったという大問題がある。なぜそれが起こったのかということについてはい
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ろいろな説があるが、定説はなく大論争をしている。そういった大きな問題に簡単

に答えを出すことは、本当の自然の深い謎を隠してしまう一面がある。自然番組、

科学番組を作るときには、“なぜ”という疑問につねに答える必要はなく、その謎

の大きさをしっかり伝えることが大事なのではないか。謎は謎としてその大きさの

まま伝えることが次世代の科学技術を生んだり、学術の深みを得たりする意味で大

切だと思う。どのようなメッセージを伝えるかは難しくたいへんかもしれないが、

番組作りの現場に徹底してもらえればと思う。 

 

○  インターネットをめぐり、新しい世代の価値観と旧来的な価値観との相克につい

て先ほど発言があった。これに関連して思い出した番組が２月１４日(月)のドキュ

メント２０Ｍｉｎ.「ハタチ←→オトナ？」である。愛知県半田市で“荒れる成人

式”を自分たちでなんとかしたいと立ち上がった若者の姿を伝えていた。インター

ネット上での呼びかけに対し、荒れそうな張本人と思われた人物から「暴れない」

と返事が示されるが、そのメールに対し対面的な働きかけができず、止まってしま

う。そこで取材しているカメラマンが思わず介入し行動を促すシーンがあった。そ

こからがおもしろかった。対面的なコミュニケーションが大事という旧来的な価値

観と、メール以上に踏み出せない世代の価値観がドキュメントの中で進行する。本

来、取材者が介入することはしてはいけないことなのだろうが、それによって動き

出した事態がそのまま撮られ、結果的に新旧の価値観の相克を伝えることになって

いた。作り手と取材される側それぞれの価値観、コミュニケーションのしかたが違

う場面はこれからも起こってくるだろう。取材者の戸惑いや、思わず介入してしま

うこともありのままに出すことで中立的でよい報道になるのではないか。少なくと

もその番組の内容として信頼性を担保できるのではないかと思った。 

 

○  “無縁社会”という言葉自体がＮＨＫの番組から生まれたのだと思うが、時宜を

得たタイムリーなテーマである。去年の放送以来、社会に衝撃を与え、反響も大き

かったテーマであるがゆえに、よりインパクトのあるものを視聴者に伝えたいとい

う心理が働くと思う。あまり極端なことに走ると実像から離れていく。フィットし

ているがゆえに心得ないといけない。番組に寄せられた数々の言葉が紹介されたが、

聞いているとショッキングだった。「心が折れそうになりました」というような言

葉がたくさん報道される。それが残念ながら、好ましくないこの社会現象の促進要

因になってしまうのではないか。せっかくの番組のねらいとひっくり返ってしまう

のではないかと感じた。 

  「日本の、これから」は、さまざまなテーマを取り上げ、時に白熱する議論を三

宅民夫アナウンサーが仕切って、これまで続いてきた。この番組はどんどんよく

なってきたと思う。新年度からブラッシュアップされて違う形になるとのことだが、
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議論が分かれていて政治は何も進まない状況下、私たちも国民の世論、合意が前に

進むように考えていかなければならない。そういうことに貢献する番組だと思い、

期待している。 

 

○  「ディープピープル」を再放送も含め何本か見た。カメラに興味があるので、２

月１９日(土)の「戦場カメラマン」は期待していたが、３人のキャスティングの中

で渡部陽一さんはディープな会話にあまりうまく入っていないようでもったいな

いと思った。回によって違うが、ＭＣの関根勤さんがディープな会話をうまく引き

取って解説する時とそうでない時とがある。この回はできれば３０分ずっとディー

プな会話を聞いていたかった。ディープさを求め、むしろ出演者たちの話そのもの

を聞きたい人には、この部分はあまり必要ないと思われるのではないか。新年度か

らは定時番組となり５０分になるようだが、どのように改善されていくのか、４月

以降の放送に期待している。 

 

 

ＮＨＫ編成局 

番組審議会事務局 
 


